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「本質的余暇」実現の根拠

ースウェーデン「学芸化社会」の形成

と日本的創造への望み-

常務理事・日本大学教授 高 須 裕

(1) 序論、 「現象的余暇」と「本質的余暇」と

日曜の夕方、わが国の大都市の終着駅の出口に

立って眺めれば、一日の行楽を終えて、疲れて眠

りこんだ幼児を背負い、さらに足を引ずり加減の

小児の一人・二人の手を引いて、家路を急ごうと

するサラリーマン夫婦の姿を幾組も見ることがで

きる。彼らは近県の海か山か、あるいは都会の遊

園地などに一日を遊び、疲れたとはいえ、とにも

かくにも「余暇」をエンジョイしてきたのであろ

っ。
これらサラリーマンの会社の人事課のカードに

は、有給休暇何日分消費と記録され、家庭の家計

簿では、旅行の費目がそれだけ増加した数字で示

されるであろう。それは、数量的に「余暇」の確

保された状態と、今後の増進・充実のためのよき

里標とを示してくれはするであろう。それらは

「現象的余暇」である。

けれども、もしスウェーデンのように、サラリ

ーマンや労働者の大部分に対し、 「勤労者団舎別

荘」政策が普及し、彼らが田舎にそれぞれの根拠

地をもっているならば、また自動車道路その他の

交通施設が整っているならば、なにも満員電車の

中に幼児・少児を道連れにしてくる必要はないし、

あるいはまたキャンピング・カーなどを用いて、

Managing Director. Prof. Yuzo Takasu 

帰途の満員を心配するとともなく、休日を悠々と

魚釣りや野菜作りに費して、日光浴をも兼ねて、

健康と精神的娯しみと、併せて新鮮な食糧自給の

現物的効用をもエンジョイできるのである。こう

いう段階になれば、それは「本質的余暇」といえ

るであろう。

ここで「本質的」というのは、余暇が、第ーに、

生活と遊離して特殊状態にあるのではなく、余暇

が生活そのものの中に入りこんで定着しているこ

と、第二に、余暇が労働から切離されて別構造に

なっているのではなく、余暇が労働そのものと相

即していること、を意味している。たとえば画家

のような職業の場合、仕事そのものが彼にとって

は美のエンジョイないし創造という高次の余暇活

動に相即している。昔は「芸術家では喰ってゆけ

ない」という危慎が一般的であったが、もし芸術

家で、あるいは芸術産業で、充分収入が確保され
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るならば、それは人間として望ましい方向であろ

う。そこでは、労働(仕事〕と生活と余暇とが三

位一体的に相即しているからである。

そして後述するように、そういう芸術家の恵ま

れた特権は、かつてのきわめて少数の天才的個人

に限られた状況から、今日の「芸術イ己」された大

衆社会的状況へと、そのあり方を拡散化してきて

いる。そこに余暇の本質的動向が見てとられなけ

ればならない。

そういう意味でスウェーデンは、 「学芸化社会」

の先進国なのであるが、そのことは本論で述べら

れる。

なお、いま便宜上、 「現象」と 「本質」とを別

建てのように書いてきたが、本質のないところに

現象も生まれず、現象が動かなければ本質も存在

しえなくなる。両者もまた相即の関係にあるので

ある。

(2) 本論、 「学芸化社会」の形成

わが国の読書家にとってなじみの深い岩波文庫

の巻未には、この文庫発刊に際して宣言された

「諸書子に寄す」という名文が載っている。その

官頭で「真理は万人によって求められることを自

ら欲し、芸術は万人によって愛されることを自ら

望む。かつては民を愚昧ならしめるために、学芸

が最も狭き堂宇に閉鎖されたことがあった。今や

知識と美とを特権階級の独占より奪い返すことは、

つねに進取的なる民衆の切実なる要求である」と

述べている。

その文意まことに堂々であり、まさに社会進化

の方向を指示するものといえよう。ただこの文中

で「民衆」という言葉が使われているが、この文

庫の創刊された昭和2年という時点、において、実

際そういう要求をもっていたのは、民衆の中の小

数エリートまたは進歩的自覚者たちにすぎず、大

多数の民衆は、食・衣・住の経済的荒海を泳ぎぬ

くことに精一杯で、知識を求め芸術をエンジョイ

する余裕は、これをまったくもたないか、あるい

はもったとしても少々にすぎなかったであろう。

けれども社会史の展開は、明・暗の段階の経過

を螺旋的に繰り返しつつ、大局的には高所に印っ

て進歩してゆくものであり、もし社会進化の法則

を、抽象化の形で求められるならば、 この文庫

の宣言文の示唆するように、 「経済的社会J から

「学芸他社会」へ、といU、うるであろう。それは
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経済的社会を離脱するのではなく、 「経済的社会」

という平屋の上に、 「学芸化社会」という 2階を

建増ししたような形をとるのである。

「経済的社会」が物と量との世界であるのに対

し、 「学芸化社会」は心と質とを中心とする世界

である。経済的社会が貨弊によって象徴されるよ

うに、一般性の強い場であるのに対し、学芸化社

会は、芸術作品によって象徴されるように、個性

の強い場であろう。

そしてこの平屋である経済的社会が、現代の技

術革新や制度改革を介して、 「豊かな社会」とな

り、第 1次産業や第2次産業に投入される国民の

労働力や労働時間の量が相対的に減少し、知識産

業や学芸産業を含む第3次産業に投入される国民

の労働力や労働時間の量が相対的に増大し、国民

の所得差が均分化の傾向になってゆき、国民の多

数が高等教育を受け、年間の有給休暇が多くなり、

その余暇で国民の多数が読書や芸術や旅行やスポ

ーツをエンジョイするようになった社会、すなわ

ち「福祉国家」の福祉が、物質面のみならず、精

神面への道をも舗装する段階にまでたち至った社

会が、まさに「学芸化社会」といわれるべきもの

であろう。

そしてこれらの諸条件を全般的にもっともよく

満たしているのがスウェーデンの社会であり、そ

の意味でスウェーデンは、世界の最先端をゆく実

験国といってもよいであろう。

(3) 産業構造の 「学芸化」 一美の産業の形成

上述の第2節では、便宜上、技術革新などによ

って、衣・食・住およびその他の基幹産業に必要

な労働力や労働時聞が相対的に減少し、その分が

余暇になって、学芸をエンジョイする余裕のある

社会になったと書いたけれども、第 1節で述べた

ように、本質的余暇を考えるならば、それは産業

活動そのものの中に所を得て定着しているもので

なければならない筈のものであった。そこでこの

節では、現代における「美の産業」の出現に少し

言及しておきたい。

経済学は、生産の四大要素として、労働力と土

地(自然〉と資本と技術(知識・情報〕とを挙げ、

これらの結合によって生産が行なわれると説く。

そして歴史の発展段階によって、生産の諸要素の

うち、その王座を占めるものが変遷してきた。古

代の農耕時代には労働力(奴隷〉、中世の農業時



代には土地、近代の工業時代には資本、そして現

代の「脱工業化」の時代には技術(知識・情報〕

が、生産要素の王座を占めるにいたったものと解

される。それは財産の主力が具体的なものから抽

象的なものへ、金銀財宝から学問・芸術へ、との

推移でもある。

そういう動向は、今日におけるファッション産

業の盛行に具体化されている。たとえば第2次産

業の代表的一方の雄であった繊維産業は、今日、

ファッション産業へとその重点、を移しつつある。

例を鐘紡にとってみると、同社は1970年に「ファ

ッション研究所」を、 71年に「株式会社ファッシ

ヨン東京」を設立し、産業構造転換への即応態勢

を示すとともに化粧品への進出に意欲を燃やして

きた。

ファッション産業は、同時に情報産業であり、

またレジャー産業であれそして基本的には「美

の産業」である。こんにち、鐙紡に限らず、すべ

ての第2次産業は、少なくとも潜在的には何らか

の意味で第3次産業的要素を兼ね具えるにいたっ

ているが、それらの線は、今日の福祉社会を、従

来の「豊かさの福祉」から「美の福祉」へと変化

させる産業的根拠を形成しつつあるのであり、職

場の芸術化、人間性回復化を条件として、 「本質

的余暇」への道を拓きつつあるといえよう。

折しも1973年の「石油危機」は、たとえそれに

「作為された」要素が混在していたとしても「資

源多消費型文明」 から 「資源節約型文化」への転

機となるものであったし、 それは 「近代」から

「現代」への歴史の基本的動向をあらわにするも

のであった。それは従来、ややもすると方向錯誤

的なレジャー観に陥る可能性のあった現象に対し、

本質への回帰を促す契機となったもので、自然に

即してエコロジカルに生きることのなかに余暇の

本質を見出すことを自覚させるよい薬となった。

(4) スウェーデン的 「自然融和」の意識

ところでこういう「美の産業」構造が、本格的

なものになるためには、 「経済成長よりも生活福

祉を」という国民的な生活信条が強力な基本線と

なって自覚されているのでなければならない。こ

の線でスウェーデンは先駆的国民であった。

欧米列強が世界征覇を競った20世紀前半までの

「近代」において、ヨーロッパ北端のスカンジナ

ビヤ半島に雌伏して、戦争に加わらず、戦禍に巻

きこまれず、黙々と住民福祉の国作りに精進して

きたスウェーデンは、第2次世界大戦の終幕とと

もに、世界に「福祉国家」の時代が閉幕されるに

つれて「近代J を止揚して「現代」を創造する時

代の先進国として、一躍世界の先端をゆくものと

なった。

「近代」が自己の専門領域にのみ視野を限られ

た馬車馬的人聞を生産した弊害にかんがみ、今後

は、自己の専門知識はもとより深くこれを研鐙す

べきではあるが、他の領域の知識や芸術・自然に

も広く開眼した全人格の成長・形成に努めるべき

ことが「現代」的要請となった。

そういう機運に際して、とくに世界的に意義が

顕著となった価値観として、スウェーデン国民の

生活信条となっている「自然との融和」という最

高の原理がここで改めて認識されなければならな

u、。

しかし、もともと日本国民もまた自然を愛し、

芸術を愛してきた名誉ある伝統の文化をもってい

るのである。その線で、われわれはスウェーデン

との共通の生活信条に生きている。(たとえば、

川端康成の文学へのノーベノレ賞授与、同氏のスト

ックホノレム式場での講演「美しい日本の私」をひ

もどかれよ。〉その意味で、今後の日本的福祉の創

造に、われわれは望みを託することができるもの

と思われる。

そのためには教育の根本的刷新が必要な基本的

条件となろう。

(注本稿は昭和48年度厚生省厚生科学研

究補助による研究成果の一部である。〕
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ベルトコムベアの 廃 止

Det Lopande bandet avskaffat 

はしカTき

スウェーデンの SaabScaniaがすでに、 一部

ベルトコムベア・システムを廃止して、組作業方

式を採用しているが、今回この国最大の自動メー

カーである Volvo社の Kalmarの新設組立工場

は、主主めからコムベアを備えつけないで、組作業

方式でスタートした。

スウェーデンでは SAF(経営者連盟〉が中心

になって、新時代の要求に適する作業方式を研究

している。この研究中にはもちろんコムベアシス

テムの問題も取上げられている。

生産組 (Produktionslag)と電気自走車

(elektrisk sjalvgaende vagn) 

生産組と電気自走車は、在来のコムベア生産シ

ステムに代って登場した工場作業の二大要素であ

る。

ベルトコムベアに代り役を勤める電気自走車は、

生産組のたむろしている組立作業場へ自動車の車

体を運ぶ。

生産組は普通15名、仕事によっては 2、3名づ

つの小グソレープに分かれることもある。

組と組との聞には、狭いながら緩街地帯がある

ので、組はある範囲内で思いのままに、仕事を運

ぶことが出来る。

ここで生産組と電気自走車の関係を簡単に説明

して見ょう。

電気自走車は電池稼働式、床の中に配線されて

いる。電気ケーブ/レを経由して、コムピューター

で繰作され、車体を生産組の組立作業から作業場

へと運ぶ。車体には作業行程で混乱が起らないよ

うに、スタートのときから0356、0455等の番号が

ついている。

車が組の組立作業場に着くと、生産組は 2乃至

3名の小グノレープに分かれ、それぞれ受持の仕事

に取りかかる。時として車体を通過させながら、

すなわち歩きながら作業をつづける方法をとるこ
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ともある。

生産組は電気まわり、操縦装置、内装等のうち

のまとまった一部門に対して責任を負うもので、

全車を一組の力で完成するというものではない。

コムベア廃止と生産組システム採用の意味

VolvoのKalmar工場の新組立作業方式は最近

スタートしたばかりで、生産台数は一昼夜わずか

に10台にすぎない。

この新工場の建設費は約63億円、コンベアシス

テムよりも約10%高くついたという。

生産台数も今年末には約3万になる予定である

が、このため工場はすでに二交代による生産台数

の倍加を計画している。

VolvoはKalnarの新工場を劃期的なものであ

ると鼻高である。

われわれは全工業世界の注意の的になっている。

この工場が新工業技術のあり方を示唆するもので

あると考えている。数千の見学者がKalmarへと

押し寄せて、 Volvo工場の門には長腕の列をなじ

ている。

このように世間の注目を引くようになった背景

は、多くの企業が (Volvoもその一つであるが〉

職場の単調さを除けという労働者の要求をよく認

識するようになったからだ。というのは企業が職

場の単調さは、病気欠勤、職場定着性の低下、引い

ては求人難にも通ずるからだ云々、これはVolvo

の情報部長HansBlenner氏談である。

別の情報によるとVolvoの職場定着性は、最近

とみに悪化し、欠員充足のために使う費用は莫大

であるという。

これらの問題を解決するために、 Kalmar工場

建設に当って次の諸点が、十分考慮されている。

1) 組(グループとも〉作業の能率化

2) 仕事の交換性ー単調をさける

3) グノレープのための作業タクト変更の可能

性一人間性の回復

4) 生産の照合一致 (identification)
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5) 品質責任の明確化

6) 労働環境に対よる好影響の可能性

以上のほか小工場の作業方式を取入れる可能性

についても考慮された。

生産組作業システムの内容の若干について

Kalmar工場の生産作業員は現在15名一組の25

生産組に分かれ、安全装置ドアまわり等それぞれ

分業の責任を負う仕組になっている。

生産組は工場内で、それぞれ独自の出入口と作

業場を意のままに使用している。

組は自主的に組作業員の分担を定め、また仕事

の進度を規整することができる。

この工場で技術的に見て最も面白いのは、組立

作業用自走車である。これはVolvoの自社設計で、

工場内に分置されている様々な組立作業場を通っ

て車台を運搬する。

自走車には三つの任務がある。一つは情報伝達

機関、一つは車台の輸送機関、一つは組立作業台

となることである。

組立作業開始にあたって、各自走車はコンピュ

ーター・センターに記録されている記号を貰う。

このシステムは自走車が特定のノレートによらずに

動けるのが特長である。コンピューターは全工場

周知のシステムをとおして、自走車を監督するこ

とができる。

自走車にはこつの型式がある。一つは低い型で、

工場の中で車台に多数の部品を取付けるような作

業位置の高い場所だけ使用するもの。車台には切

込みがあるので、組立工は立ったままで、 ドアさ

え聞ければ仕事ができる。主主台は自走車に乗せた

まま900 まで傾けることが出来るので、仕事がや

りやすい。

高い型の方はエンジンや変速機および排気装置

の取付けの場合に使用する。

自走車がガチャガチャ音を立てながら工場内を

馳け続ぐる情景は見学者にとって乱雑に見える。

しかし車の自動衝突防止装置だけはよく出来てい

て、最高 1分間30mのとき、 8cmで停止する。

自走車は衝突した後、再びスタートする前に若

干秒静止する。運行は必ずしも床に配鵡されてい

る電績に沿って走行する必要はない。コンピュー

ターシステムから離して手動運転することもでき

る。

自走車の操作は非常に弾力的に仕組まれている。

例えば最終コントローノレで、電気まわりのミスが

発見されたとする。コードをコントロール・シス

テムに入れると、自走車は車体を載せたまま電気

まわりの組立て作業場に引返す。そして修正が終

ると新しいコードで最終コントロール地点に帰っ

てくる。

Kalmar工場で組立てているのは、輪出向けの

Volvo.164型である。ヨーテボリイから送って来

る。塗装ずみの車体は組立てられてから、船積み

前にヨーテボリイに送りかえされる。

Kalmar工場の住事は悉く、小型コンピュータ

ーシステムに接続し、生産組もまためいめい仕事

場でターミナノレを持っている。

生産組の全員が、こうしてターミナノレを経由し

てセンターと連絡を維持し、品質管理で発見した

欠点のデーターを受取れあるいは、手持部品が

底をついたとき生産組からすぐその補充を請求す

る等、工場内の連絡を容易にするのが、このシス

テムのねらいである。

全工場はこの生産システムは合致するように設

計され、一寸異様な外観を呈している。大体6角

形の建物4棟が相接して並んでいる。 6角形の各

辺は生産組の主なる作業場で、両端に余地を残し

て、車体は何個か置くことができる。

作業速度は日によって速めたり遅めたりするこ

とができる。何れにしても一台の組立時聞を、ヨ

ーテボリイの場合よりも短縮するのが、本工場の

当初の計画であった。

むすびと附記

Kalmar組立工場の生産台数は、 Volvo全般か

ら見ればその一部に過ぎない。従って生産組シス

テムの実施は実験段階中であるということができ

る。

Kalmar工場においてコンベアに代って活躍す

る電気自走車については、その構造、操縦および

運用とも参考とするに足るところが多い。

Volvoは生産組の行動準拠として多分に民主々

義精神をとり入れた。代表者にはまわり番で互選

されたものが当る。仕事の進め方や割当ては協議

によって決定する。やがて造り出された人間環境

の好ましさを、私生活まで及ぼそうというのが

Volvo首脳部の念願であるという。これは日本の

家長主義的労使関係をほうふつさせるものさえあ

る。しかしこの原型はこれと違う意味で昔のスウ
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ェーデン農村の機構にも求めることができる。

スウェーデンの農村においては、 18世紀になっ

てからも長い間古代農法が行われていた。当時の

農民は土地の所有者であるが、土地の主じではな

かった。というのは所有地は細がに分かれて分散

しているので、独力で耕作することができなかっ

たのだ。そこで彼等は部落毎に集団経営の方式を

採用した。部落の集団農営の中心は村民の選んだ

村落会議 Cbyrad)、収獲は公平に分配された。

農家は棟割長屋式の住宅に住んで助け合い、お互

に心置きなく親類づき合いをすることができた。

これはスウェーデンの Brukシステムのおこりで

あって1827年の農地改革まで続いた。 Brukは今

のスウェーデンの多くの社会組織にその痕跡をと

どめているといわれている。

VolvoのBlenner情報部長は、職場の単調さは、

病気欠勤、職場定着性の低下、求人難の原因にな

るといった。この問題についてスワェーデンの事

情に触れて見ょう。

第 2表 原因および性別区分による欠勤の割合

自己兵そ合計 休合計
の病 の (休暇を (休暇を
気 役他除く〉暇含む)

男子 19663.6 1.2 1.1 6.0 3.3 9.2 
1967 3.5 1. 2 0.9 5.6 3. 1 8.8 
19684.7 0.8 0.8 6.4 3.4 9.8 
19694.5 0.9 0.8 6.3 3.7 10.0 

有夫女子 19663.4 4.0 7.3 4.4 11.8 
1967 3.9 4.6 8.5 4. 1 12.6 
1968 4. 5 4~ 6 9. 1 4.6 13.7 
1969 5.0 4.6 9.6 5.3 14.9 

独身女子 19664.2 2. 1 6.3 4.4 10.7 
19674目 5 2.36.9 4.511.4 
1968 4.6 2.1 6.8 5. 1 11. 8 
1969 4.8 2.3 7.1 5.2 12.4 

この表には、欠勤者の増加率が就業人口増を上

まわっていることが現われている。

第 1表に現われている欠勤のうち、労働者自身

の病気によるものは、第2表のとおりである。

この表にも病気欠勤率が年を追って増加してい

ることが現われている。

しかしVolvoがより大きく問題にしたのは労働

定着性で、これはマクロの問題でなく、 Volvoに

1970年の長期調査(1970ars langtidsutredning) とってはより切実なミクロの問題であるが、ここ
では深くその内容に触れることができないから、

の附録第 1( Bilaga1)で取上げられた労働力調
スウェーデン労働者の労働意欲を打診する物指し

査 CArbetskrafts undersokungarna) によると、

1965年から1980年までの聞における体暇を含む就

労人口を、男性、有夫女性、独身女性の 3グノレー

プに区分すると、次の表〔第 1表〉のとおりであ

として、一週35時間以下しか働かない労働者の統

計を参考として掲げることにするく第3表〕。

この調査は1969年週労働時間 1乃至34時間のも

の 740，600名を対象として行ったもので、この数

は全労働人口の21.3%に相当する。以上る。

第 1表

男子
(欠勤率%)

有夫女子
(欠勤率%)
独身女子
(欠勤率%)

(前年比増減率)

男子
(欠勤率%)
有夫 女子
(欠勤率%)
独身女子
(欠勤率%)

就労(休暇を含む〕者数の性別区分 (1945-1980) 

1965 
2.251. 100 
(5.3) 
724.800 

(8.0) 
543.300 
皇~

合計 3，519.200 
(欠勤率%)(6.0) 

1966 1967 1968 1969 
2.229.300 2.207.600 2.188.000 ゑ193.500 
(6.0) (5.6) (6.4) (6.3) 
769.200 769.500 799.100 823.900 

(7.3) (8.5) (9.1) (9.6) 
535.600 509.500 519.300 523.800 

(6.3) (6.9) (6.8) (7.1) 
3.534.000 3.486.600 3.506.400 3.541‘200 
(6.3) (6.4) (7.1) (7.2) 
0.4 -1.3 0.6 1.0 

1965 1970 1975 1980 

1970 
2.198.300 
(6.44) 
842.400 

(9.8) 
522.800 

(7.24 
3.563.400 
(7.4) 
0:6 

2.251.100 2.198.300 2.178.000 2.171.700 
(5.3) (6.44) (7.14) (7.84) 
724. 800 842.400 945. 600 1. 017. 100 

(8.0) (9.8) (10.8) (11.8) 
~~ ~~ ~~ ~~ 

(6.2) (7.24) (7.94) (8.64) 
合計 3. 519. 200 3. 563. 400 3. 612. 000 3. 659. 700 
(欠勤率) (6.0) (7. 4) (8.2) (9. 1) 

期間中の増減率% 合計 1.3 1.4 1.3 

第3表

事由

労働市場関係
天候不良
自己病気
休暇
家事の都合
学 業
全日労働を欲しない
週35時間以下の数
その他の事由
合計
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(欠勤率) 0.25 0.27 0.26 

週労働時間35時間以下の労働者の性および短時間労働の事由別調査表
全日労 働者 パートタイマー

男性数% 女性数% 男性数% 女性数%
11.700 15.4 4.600 8.8 7.800 7.5 31.500 6.2 
2. 600 3.4 2. 100 4.0 0 0.0 0 0.0 

32.100 42.3 20.500 39.4 17.000 16.3 11.800 2.3 
6.8ゆo 9.0 3. 500 6.7 0 0.0 0 0.0 

o 0.0 2.600 5.0 1.100 1.1 233.600 45.9 
500 0.7 2.000 3.8 23.000 22.0 21. 900 4.3 
o 0.0 0 0.0 26.400 25.3 148.300 29.2 

2.100 2.8 2.100 4.0 15.900 15.2 48.400. 9.5 
20.000 26.4 14.600 28.1 13.300 12.7 13.000 2.6 
75.700100 52.100100 104.500100 508.200100 



日瑞留学生を囲む会
去る 5月10日、第2回目瑞留学生懇談会がスウェーデン大使館、瑞日基金、日瑞基金および

スウェーデン社会研究所の共催により、スウェーデン大使館会議室において午後3時か ら7時

まで聞かれた。

この会には来賓として虎の門病院顧問沖中重雄博士、映画「ヨーロッパの福祉都市一一スウ

ェーデンを訪ねて一一」の製作者・日本都市開発研究所社長三宅俊治氏をはじめ、瑞日・日瑞

両基金の派遣研究員12名、両国政府・大学その他の団体奨学金留学生等8名、ほか主催者側関

係者が10数名が出席した。

最初に行なわれた懇談会では、西村光夫スウェーデン社会研究所長兼日瑞基金専務およびホ

ーヌマノレク科学技術担当官の挨拶の後、岡村誠三日瑞基金理事の司会により、各留学生から各

自の研究内容・生活体験および後輩への助言等をも含めた貴重なスピーチが約10分間ずつ行な

われ、活発な質疑応答が交わされた。

5時から、特に今年留学する派遣研究員 (11頁参照〕のために上記映画が40分間上映され、

この時から参加されたへクシャー駐日スウェーデン大使ご夫妻はじめ出席者全員が熱心に観賞

した。続いて、大使館のご厚意により盛大なレセプションが取り行なわれ、なごやかな交歓が

おそくまで続けられた。

-..・' J・-・， “~.、..*....・・""ー‘'噌，、u ・ .、、，、.・・ .，.J・.'・~‘、・・..・、，・・..・.圃，....・'.・‘・.・・・....，..，.，....."""‘M・・..町、，、.・・，.肉 J' ，・・‘'‘』・・"問、，‘..'
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最近のスウェーヂンの経済・社会ニュース

Brief Notes on Sweden 

パルプ及び紙の生産量、昨年度大幅に上昇

スウェーデン、パノレフ。及び製紙協会 (Swedish

Pulp & Paper Association)が公表した概算に

依れば、 1973年度の溶解パルプを含んだパ/レフ。全

体の生産高は 500万トンに達した。これは対前年

比で80万トンの増である。

紙及びボート紙の生産は、対前年比で15%増加

して 520万トンに達した。

パノレフ。及び紙の引渡し高も前年と較べて大幅に

上昇した。化学パノレフ。は30%上昇して 450万トン

に機械ノξルフ。は27%上昇して55万トンに達した。

さらに同協会の言に依れば、西ヨーロッパに輸

入される化学パルフ。の50約%程度のものはスウェ

ーデン産のもので、この比率は1971年と72年には

それぞれ44%と43%であった。

全体としてこの1973年という年は、 70年代はじ

めの業界全体の特色であった景気後退が回復を示

して、業界全体にとっては満足すべき年であった。

73年中には、生産業者はその生産能力をフルに活

用でき、累績在庫は正常の水準まで低下した。

さらに同協会は、現在の全世界にまたがる新聞紙

の不足からして、現在計画中の生産能力の増強は

充分に吸収されようとのべている。 1974年度中に

、それぞれ年産18万トンと16万トンの能力をもっ

二台の新聞用紙生産装置が稼動しはじめる予定で

ある。

今年の木材生産、大量に売れる

木材輸出者組合 (SwedishWood Exporters， 

Association )の発表によると、スウェーデンの

木材製品の輸出高は10億 7，000万クローナ(695 

億5，000万円〉上昇して33億2，000万クローナ (2，

158億円〕に達した。これは国際価格が大幅に上

昇したためのものである。

量的にみると、輸出量は 100万立方メートノレふ

えて、史上最高の 940万立方米に達した。これに

よってスウェーデンは、カナダについで世界第二

の木製品輸出国となり、ヨーロ ッパに対しては最

大の輸出国となった。

同組合の言によれば、現在の木製品に対しての

8 

輸出国としてのスウェーデンの地位は、今年度の

輸出量の75%がすでに一定の価格で売れていると

いう、他には比較のないほどの良い状態にある。

産業界の水銀排出量、大きく低下

過去5-6年の聞に、スウェーデンに於ける大

気及び水中への工業用水銀の排出量は35-40%も

減少して、わずか 3トン程度まで下った。この事実

は国家環境保護庁(NationalSwedish Environ-

ment Protection Board) が最近刊行した、水

銀の利用、コントローノレ及び環境への影響につい

ての 8ページにわたる報告書に記載されたもので

ある。

このスウェーデン語のみの報告書には、数多の

詳細な統計及び無数の地図や図などが掲載されて

いる。

水銀を基にした調合剤でこくもつの消毒をする

とか、パノレフ。業界で、の水銀使用は、 1966年に禁止

された。どニーノレ塩化物及びメタ珪酸塩類の生産

から発生する水銀の排出も完全に中止されている。

産業界自体が排出する 3トンの水銀のうち 2.5

トンは大気中に放出され、残りは水中に放出され

る。

さらに、毎年 150トンもの水銀を用いる鉱業及

び金属加工業は、約20トンもの水銀を排出してい

るが、その排出は水中と空中に半分ずつに分れる。

しかし、この大部分は硫化物を含んだ鉱物と一

緒のために無害である。

火葬及び歯科からそれぞれ 300キロと50キロの

水銀が大気中に排出され、一方、石油、オイノレ、

石炭及びコークスの燃焼によって 350キロの水銀

が更に排出される。

農業の分野では、主として消毒剤として使われ

る水銀の量は、近年、急激に増えている。ごみの

焼却からは 250キロの水銀が空中に放出される。

特に心強い徴こうとして河川の魚類の水銀含有量

が大幅に激少している。しかし他の分野では大き

な変化はみられない。

バルト海諸国、有毒物排出制限に動〈



? 

最近、スウェーデンと他のパノレト海沿岸六ヶ国

とは、パノレド海の環境保護条約に署名した。

目下、批准まちのこの条約は、すべて 7カ国が

PCBやDDTなどの有毒排出物がパノレト海に入

るのを防止するよう努力し、さらに水銀、カドミ

ウム、その他の有害物質の排出をコントローノレし

制限する様努力することを定めている。

船舶からのオイノレ及び液状化学薬品の排出や、

廃棄物の投すてなどは禁止される。事故などで有

害物質がパノレト海に排出された場合には、それを

防止し対抗するための作業に責任を持つ機関同志

の聞で、密接な協力がとられるようになった。

商業用に利用できる、自然に崩壊

するプラスチック

スウェーデン・マッチ・グループのパッケージ

部門であるJレンド CLund)のオーケノレノレンド・

アンド・ラウジング CAkelund & Rausing)社

が公表した所に依れば、自然に崩壊する性質をも

っ世界で最初の商業用プラスチックと言われるも

のが、まもなく市場に出るであろう。衛生用品を

入れた処分できるポリテーン袋は、同種製品の主

要メーカーであるメールンリッケ社CMolnlycke)

の手で、全国の小売業者に配布されている。

オーケノレノレンド・アンド・ラウジング社はマッ

チ・グループの研究所と協力して研究をつづけ、

1971年にはプラスチックを生物学的に崩壊せしめ

る問題を解決したと公表した。ストックホノレムの

王立森林学校 CRoyalCollege of Forestry)か

らの科学報告書は、こうしたポリテーンの薄膜が

崩壊した後に自然に循環する性能をもっている事

を明白に示している。

この自然に崩壊する性質から ENDEと呼ばれ

るこの新しい薄膜は、熱と紫外線との影響で崩壊

する速度をさらに増すための添加物が加えられて

いる'と同社はのべている。この崩壊に要する時

間は、それぞれの必要に応じて変化する。普通の

場合、崩壊速度は紙程度であるが、特殊用途の場

合に、これを早めることは可能である。

紫外線も過度の温度も、普通は室内では存在し

ていない以上、この新しいプラスチックの薄膜も

!古内や家庭では崩壊しない。

家庭から出る排出物の量は、これまでの十年間

に、プラスチック包装物を主体に約50%の増加を

みせている。同社の言に依れば、ヨーロッパだけ

で、この新しい製法による崩壊性のあるタイプの

プラスチック 100万トンを毎年消費しよう。

このプラスチック分子の分解によって、有害物

質は発生しない以上、次のステップはこのEND

Eプラスチック膜を食料品の包装に用いる許可を

うけることである。

これまですでに、アメリカ、日本、及び欧州共

同市場の諸会社が、ライセンスに依ってこの新し

いプラスチックを製造する任意権獲得伝署名して

いる。

アメリカで生産するエアー・フィ

ルター・システム

スウェーデンのアノレフアー・ラグアノレ社 CAlfa-

Laval)が開発したフォーメータ CFoa-mator) 

エア・フィノレター・システムが、最近結ぼれたラ

イセンス協定に基づいて、 ミノレウォーキーのレク

スノーノレ社 CRexnordInc)の手でアメリカで生

産されることになった。ルクスノーノレ社は、この

製品をカナダとメキシコでも発売すものと考えら

れる。

この方式は、大量の泡を特殊なコンテナ内部で

発生もしめるものである。採石所、鉱物工場また

は金属加工業などで発生する廃材の微粉などは、

ガス状でこの泡のなかを通過せしめる。

そうすると、微粉はこの泡に小孔をあけ、水状

のものとなる。これはさらに特殊タンクへと、微

粉を取込んだままで流入する。新しい抱は連続し

て生成される。

このシステムは、人聞の眼にみえる最小のごみ

よりもさらに1， 000倍も小さい分子にも応用でき

る。これに必要なエネルギイも、従来のエアフィ

ルターシステムのわずか 1/3ですむと言われる。

食料工場の排水から得られる、蛋

白質にとんだイースト

スウェーデンのカノレド CCardo)グループの一

員であるスヴェンスカ・ソッケノレファブリークス

社 CSvenskaSockerfabriks AB)は、食料工場

からの澱粉分の多い排水を浄化し、回収した物質

を蛋白質に富んだイーストにかえる。新しい共生

活動を利用した方法を開発した。

シンパ法 CSymda Process)と呼ばれるこの

方法を世界で最初に用いた工場が、カンづめ及び

包装ずみ食品のメーカーであるエスレーグCEslov)

のフェリクス社 CAB Felix)で，このほど稼動

に入った。
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この方法は排出されるデンプン中に、二種類の

イーストを放出する。このエスレーヴ工場の場合

には、デンプンはじゃがいもからとる。このイー

ストの一つは酵素を作り出し、これによってデン

プンは分解して単純な砂糖にかわる。他の一つは

それを消化して、 45%の良質な蛋白と大部分をし

めるビタミンBとを含有したイーストが残る。

このシンパ・イーストは家畜、家禽類の食料用

としてテストをうけ、良好な結果をえたと伝えら

れる。これはまた、食料の栄養価をたかめるのに

も用いられる。

このシステムのf動きは次の通りである。デンプ

ンを含有した排出水はじゃがいも処理工場からシ

ンパ装置へと送られ、ただちに殺菌される。つい

でこの排水は 300立方メートルの発酵おけに送ら

れ、ここで共生活動が連続して生じる。ついで排

水は遠心分離饗で濃縮され、ついで乾燥されて粉

状となる。

このシンパ方式が導入されるまでは、じゃがい

もの全量の約15%は排水として放出され、大きな

汚染問題をひきおこしていた。今や、この排水は

85-90%まで浄化され、貴重な物質が回収される

にいたった。

この技術に対しては、開発途上国及びFAOが

大きな関心をよせている。タピオカ、マニオカ及

びその他の熱帯性原材料から生産できるイースト

を応用して、パンやその他の食料の添加物に利用

できるであろう。

完成までに数年を要した研究開発事業は、スウ

ェーデン技術開発庁(Swedish Board for 

Technical Development)が援助した。

同グノレープ内の特殊会社であるソリゴナ社 (A

B Sorigona)が、 このシンパ・イーストの生産

にあたっている。
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汚染された湖を浄化する、アトラ

ス・コプコ社製ミリムノミ通気装置

スウェーデンの圧縮空気技術関係の専開会社で

あるアトラス・コプコ (AtlasCopco AB)が開

発した電気システムを用いることによって、スト

ックホノレムの北郊にある汚染のひどかったブワレン

スグイーケン湖 (LakeBrunnsviken)で、悪臭

を発する硫化水素が生じるのが完全になくなった

と伝えられている。

このシステムによれば、湖の深部に対して一日

あたり 770キロの割合で酸素が注入される。この

酸素は岸においたコンプレッサーで発生され、ホ

ースによって送りこまれて同社が開発した潜水式

のリムノ (Limno) 通気装置によって放出され

る。

6本の放射状のスポークをもった巨大なホイー

/レハブに似たこの装置は、一定の聞かくで湖底に

固定される。これはファイパークラスで強化した

ポリエステル・プラスチックでできている。

約 1年間の利用の結果、硫化水素の発生は90%

ほど減少し、これまで 1年のうち10ヶ月は発生し

ていたものが、 3ヶ月にまで減ってきた、と同社

はのべている。

この方法はすでにアメリカでも用いられており、

と大いなる進歩が見られたミと報告されている。

ニューヨーク市近郊のワッカプク湖(Waccabuc)

の湖底で 6週間にわたり通気を行った結果、水中

にとけた酸素の量はゼロから 5ppmにまで上昇

した。これは魚が住むには充分なものである。

これにつづいて、この湖には 2，000匹のますが

放流され、良〈生きている報告されている。水中

に溶解している硫黄分も30%ほど減少した。

このリムノ方式はアトラス・コプコ社が、南ス

ウェーデンの/レンド大学 (Univ.ofLund)の湖

沼学研究所と協力して開発したものである。



最新のオートメーション及び機械

化をほどこしたタンカー完成

最近、マノレメ (Malmo)のコックムス (Kockums)

造船所がサレーン(Salen)海運グループに引渡

した、 とシースィフト (SeaSwift)号ミと呼ば

れる25万 6，000トンのタンカーは、そのオートメ

化と機械化の点で、世界最新型のものであるとい

える数多くの技術上の特性を備えている、と船主

は公表している。

同船の機械は極めて高度に自動化しているので、

エンジン/レームに人がいなくても、ブリッジから

完全に操作ができる。レーダー、デッカ・ナピゲ

ータのような従来からの航行装置のほかに、同船

にはプロセス・コンピュータ・システムがついて

いる。

このコンピュータには二つの機能がある。第ー

に船のタービンエンジンのモニターの役をすると

ともに、第二は航海データを計算し、評価し、提

示してくれる。これによって航海は容易になり、

|活動メモ|
3.14 研究所月報2号を発行す。

3. 18 48年度厚生省厚生科学研究補助論文「余

暇の背景とその対策」の提出に関する打合会を開

催した。

3.18 通産省において、補助研究のテーマおよ

び委員会運営等の手順等について、同省企業行動

課横堀、大林両事務官と打合せを行った。テーマ

は「人間性確保のための、マンマシーン・システ

ムの調査」と内定した。

3.22 プローフノレト氏の歓迎会が、スウェーデ

ン大使館において行われた。

3.25 評議員、早大教授中嶋博氏が、幼児教育

研究に来たピア・リードベック女史の要望に応じ、

実地紹介を行った。

3.29 社団法人日瑞基金主催の昭和48年度スウ

ェーデン派遣研究員の合格者下記のとおり決定す。

信州大学助教授飯塚英策氏

東京芝浦電気今 里 悠 一 氏

東京大学助手池田研二氏

昭和 電 工 武田正之氏

京都大学助手山 根 恒 夫 氏 (49年度内定〕

混雑した海域での安全性を高めることができる。

この船は極めて正確な航行ができるのみならず、

常に最良のルートを航行できる。

もう 一つの特色はコンピュータを利用した衝突

防止システムである。これはレーダーの反射波を

コンピュータによって分析し、他船の速度、コー

ス及び近接度を計算する。ついで衝突の可能性が

あれば警言し、回避行動を定める。

この船のプロペラシャフトには、 SKF社特製

の巨大なローラーベアリングがついている。重量

1.5トンの自動調心軸受の直径は1.3メートノレに

達する。

このとシースィフト号ミは 6隻の姉妹船中最大

のものである。その会長は 340.5メートノレ、船幅

は51.8メートノレ、喫水は20.1メートノレである。積

荷能力は 338.595立方米である。スターノレ・ラヴ

アル・コックム(Stal・Laval-Kokum) ・ターピ

ン・エンジンは 85rpm万32，000馬力の出力を出

し、 16ノットの速度を出す。

4. 3 日本文化研究会を開催す。発表者早大教

授峰島旭雄氏。演題「日本人の哲学と宗教」。ス

ウェーデン大使夫妻出席さる。

4. 3 研究所資料第四号として、千葉商科大学

教授松本浩太郎氏(当研究所理事〉著の「日瑞年

金制度の比較分析」を発行す。

4. 9 当研究所および社団法人日瑞基金共催で、

来日されたアンダーソン・スワェーデン外務大臣

夫妻およびその一行の歓迎ノξーティーを、霞が関

ビノレ東海大学校友会館において開催した。松前研

究所会長、土光日瑞基金会長ならびに西村研究所

所長の歓迎の挨拶により開会され、出席者も50名

に達し、懇談ののち盛会裡に閉会した。

4510 研究所月報第3号を発行す。

4.10 大使館コマーシヤノレ、アタッシェのシヤ

ロッタ・マルム女史と懇談した。

4.18 チエノレベルジス・サクセツサース・エー

ビー尾崎彰男氏に、スウェーデンの幼児教育およ

び福祉の現状を聞く会を、虎の門電気ピノレにて開

催した。

4.22 "7ンマシーン・システム調査研究の打合

会を、通産省企業行動課室で行った。

4.22 研究所総合委員会を開催し、最近の研究

会の開催等について打合せた。
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四
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日

政府の奨学金による派遣研究員を囲む懇談会が、

大使館と共催で開催された。

5. 10 マンマシーン・システム調査研究の第 1

回委員会を虎の門電気ピ/レで開催した。

5.10 日瑞基金、瑞日基金およびスウェーデン

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
社
会
研
究
月
報
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下上

子合百スウェーデン社会研究所評議員

庖書波岩発行所

著者はスウューデンの異色ある女性解放論者。

本書は近代の婦人運動に深い思想性を与えた

労作であり、女性解放史上不朽の名著である。
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の運動路線一日明と日一_4
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~R 害叫藤英内
日本大学経済学部教授
スウェーデン社会研究所理事J. w.エー ム著

家の光協会発行

インフレに悩む現在の我が国において、消費者運動の

期待はますます増大しつつある。

この点所謂 「協同組合スウェーデ、ンJ の主柱となって

いるスワェーデン消費(生活〉協同組合運動の偉大な

展開は、われわれに多大の示唆を与えると云えるであ

ろう(訳者〉

定
価

一五

O
円
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